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論文内容の要旨

本論文は絶縁材料の電気的性質を知るための有効手段になる誘電特性の測定に主眼をおき，従来よ

り行なわれている方法の改良ならびに新しい測定法などについての研究成果をまとめたもので，研究

内容は次の 3 編よりなる。

第 1 編は緒論で，第 2 編 lとは本研究の主体となる各種形状の誘電体測定に関する研究について述

べ，第 3 編では誘電体測定に付随する諸問題についての理論的研究をまとめである。

第 1 編第 1 章においては本研究を始めた動機について述べ，第 2 章においては本研究の目的がマイ

クロ波領域での誘電体測定に関する研究にある乙とを明示し，第 3 章においては従来より行なわれて

きたとの分野での誘電体測定法の研究概要を述べ，本研究との関連性について論じている。

第 2 編は 4 章よりなり本研究の主体をなすものである。第 1 章では球誘電体の測定についての研究

を述べ，方形共振器内に球誘電体を挿入し，摂動理論を用いて誘電体の複素誘電率を算出する場

合，誘電体が平行不平等電界中にあるとみなす新しい考えから，共振器内の界分布を自由空間内の円

筒波に類似させ，周波数，誘電体の直径ならびに複素誘電率によって不平等電界の影響がどのように

あらわれるかを理論的に検討し， 4 Gc および10Gc を対象に，従来から行なわれているように平行

平等電界中に誘電体があるとみなして誘導された摂動式の適用範囲を明らかにしている。第 2 章では

円柱誘電体の測定についての研究を述べ，方形共振器内に円柱誘電体を挿入し，摂動理論を用いて誘

電体の複素誘電率を算出する場合，誘電体が平行不平等電界中にあるとみなす考えから，共振器内の

界分布を自由空間内にある無限長の円柱誘電体 l乙入射する平面波の合成よりなるとして，周波数，誘

電体の直径ならびに複素誘電率によって不平等電界の影響がどのようにあらわれるかを理論的に検討

し， 9 Gc を対象に従来から行なわれているように平行平等電界中に誘電体があるとみなして誘導さ

れた摂動式の適用範囲を明らかにすると共に，実験により理論の妥当性を裏づけた。第 3 章は薄葉誘
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電体の測定に関する研究をまとめたもので，シート状ないしフイノレム状誘電体の新しい測定法として

TEol姿態の円筒共振器の内壁に試料を巻き込む方法を開発し，理論的考察ならびにテフロン及び、マイ

ラについての実測結果を述べその実用性を明らかにした。さらに乙のような薄い誘電体を測定する方

法として，TEol姿態の円筒共振器を 2 分し，共振容の軸に垂直に試料を挟んで測定することを考え，

ポリスチレン，ポリプロピレンなどの実測結果から本測定法の実用性を明らかにした。また薄い誘電

体については摂動法の適用も考えられるので，共振法と摂動法との比較を行ない摂動法の適用範囲を

明確にした。

!第 4 章は板状誘電体の測定についての成果をまとめたものである。まず共振器の中に誘電体を挿入

じて測定する場合に，共振探の管壁と試料との聞に存在する空げきが算出される複素誘電率にどのよ

うな影響を与えるかを摂動理論を用いて解析し，方形ならびに円筒形共振探について，共振器のす法な

らびに挿入される涜電体の複素誘電率を仮定する乙とにより空げきの影特を数値的に明らかにしてい

る;。ついで短絡板駆動用電動機ととれに連動したX-y レコーダとを組合せた軸長変化法について述

べ，テフロン程度の低損失のものでも精度よく測定できる乙とを碓め，本測定法の実用性を明らかに

した。さらに誘電体の温度特性の測定に関する研究について述べ，共振探ならびに試料の熱膨張の測

定値への影響を理論的ならびに実験的に検討し，理論的に導いた熱膨張の測定値への影響が実測値と

よく一致することを確めると共に， ミリ波イ;;;でのテフロンの 200C および 300C 付近での転移現象を

明らかにしている。

第 3 編は誘電体の測定に関述する諸問題と題して誘電体測定に付随して生ずる問題についての研究

成果をまとめたものである。第 1 章では周波数変化法で得られる共振器のQ曲線と，その Q曲線を微

分回路 lとより微分して得られる微分曲線との関係を理論的に検討した結果をまとめたものである。す

なわちクライストロンの発振周波数の変化に同期して時間軸掃引されている 2 現象観測装置のそれぞ

れの入力に加えられる Q曲線とその微分曲線とがブラウン管上でどのような位置関係にあるかを理論

的に明らかにしたもので， Q曲線と，その Qが変った場合の微分曲線との関係，クライストロンの出

力が周波数に対して一定とみなされない場合にQ曲線とその微分曲線がブラウン竹上でどのような位

置関係になるかなどについて数値的に明らかにしている。第 2 章は方形導波管内に部分的に誘電体を

挿入した場合の管内波長が，その挿入量によってどのように変化するかを数値的に明らかにしたもの

で，これは次章で述べる傾斜導波管の反射を検討するための基礎資料となるものである。

第 3 章はで誘電体を内装した傾斜導波管について解析し，誘電体の内装の仕方によって反射係数が

どのように変るか数値的に検討し，異なった断面をもっ方形導波管の接続問題についてのー解決策を

与えている。

最後に本論文の成果を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，球状，円柱状，板状および薄膜状の誘電体のマイクロ波領域における測定法について，
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従来の方法に多くの改良を加えるとともに，数種の新らしい測定法を提案してその実用性を確認して

いる。

以上のように本論文はマイクロ波領域における誘電体の測定技術の発展に寄与するところが大き

し博士論文として価値あるものと認める。
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